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日
本
民
俗
学
と
中
国

■
福
田
ア
ジ
オ
の
民
俗
学
と
植
民
地
論

直
江
広
治
を
含
め
て
、
何
人
も
の
柳
田
国
男
の
門
弟
が
「
満
州
」
さ
ら
に
は
中
国
に
赴
き
、
そ
こ
に
研
究
の
場
を
発
見
し
よ
う
と

し
た
と
こ
ろ
に
、
柳
田
国
男
自
身
の
判
断
を
含
め
た
、
日
本
民
俗
学
の
植
民
地
主
義
と
の
関
係
が
表
出
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
そ
れ
は
大
英
帝
国
と
イ
ン
ド
や
ア
フ
リ
カ
と
の
関
係
に
擬
え
る
こ
と
が
で
き
る
、
異
な
る
世
界
の
研
究
で
あ
る
。
日
本
の
一

国
民
俗
学
と
は
抵
触
し
な
い
距
離
を
お
い
た
地
域
で
の
民
俗
学
と
し
て
行
わ
れ
た
こ
と
だ
け
は
明
ら
か
で
あ
る
（
三
二
頁
）。

こ
れ
は
福
田
ア
ジ
オ
の
「
近
代
日
本
の
植
民
地
と
民
俗
学
」（

5
）の
結
論
の
部
で
あ
る
。
福
田
の
着
目
は
表
題
に
も
あ
る
よ
う
に
、
植

民
地
と
民
俗
学
の
関
係
に
あ
り
、
そ
こ
で
民
俗
学
を
初
期
柳
田
国
男
の
民
俗
学
と
確
立
期
の
一
国
民
俗
学
と
い
う
二
つ
の
段
階
に
分
け

て
い
る
が
、
と
く
に
後
者
は
本
論
の
扱
う
時
期
と
重
な
る
。

福
田
の
理
解
で
は
、
こ
の
第
二
時
期
に
お
い
て
、「
一
国
民
俗
学
」
に
よ
っ
て
排
除
さ
れ
た
植
民
地
が
問
題
と
な
り
、
柳
田
は
ア
イ

ヌ
、
台
湾
、
朝
鮮
、
満
洲
な
ど
の
地
に
論
理
的
に
日
本
民
俗
学
と
別
の
民
俗
学
が
成
立
し
、
日
本
民
俗
学
と
「
比
較
民
俗
学
」
の
関
係

を
構
成
す
る
と
認
め
る
な
が
ら
、
朝
鮮
に
関
し
て
態
度
が
慎
重
で
あ
っ
た
。
彼
の
直
弟
子
が
も
っ
ぱ
ら
満
洲
、
中
国
で
活
躍
し
て
い
る

こ
と
に
注
目
す
れ
ば
、「
一
国
民
俗
学
と
抵
触
し
な
い
距
離
」
で
民
俗
学
研
究
を
行
う
の
は
、「
柳
田
国
男
自
身
の
判
断
を
含
め
た
、
日

本
民
俗
学
の
植
民
地
主
義
」
の
表
出
で
あ
る
と
い
う
。

「
比
較
民
俗
学
」
と
植
民
地
と
の
関
係
に
注
目
し
た
の
は
卓
見
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
福
田
の
論
は
い
く
つ
か
の
難
点
が
あ
る
。

第
一
、
本
論
の
第
１
章
で
整
理
し
た
よ
う
に
、「
一
国
民
俗
学
」
の
理
論
形
成
は
一
九
二
〇
年
代
末
か
ら
始
ま
り
、
少
な
く
と
も
一
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九
三
二
年
時
点
で
す
で
に
完
成
を
み
た
。
し
か
し
そ
の
過
程
で
排
除
さ
れ
た
も
の
は
す
ぐ
に
は
問
題
と
な
ら
な
か
っ
た
。
柳
田
が
明
確

的
に
「
比
較
民
俗
学
」
に
つ
い
て
言
及
し
た
の
は
一
九
四
〇
年
の
こ
と
で
、
こ
の
時
間
の
差
は
ど
う
理
解
す
べ
き
な
の
か
。

第
二
、
太
田
陸
郎
の
よ
う
に
、
中
国
に
「
研
究
の
場
を
発
見
し
よ
う
と
し
た
」
の
で
は
な
く
、
召
集
さ
れ
、
軍
人
と
し
て
赴
い
た
柳

田
の
門
弟
の
こ
と
を
ど
う
理
解
す
る
の
か
。
大
学
や
研
究
機
関
に
就
職
し
た
門
弟
と
ど
う
い
う
関
係
が
あ
る
の
か
。

第
三
、
果
た
し
て
、
大
間
知
篤
三
や
守
随
一
の
満
洲
行
、
直
江
広
治
の
北
京
行
は
「
柳
田
国
男
自
身
の
判
断
を
含
め
た
」
の
か
ど
う

か
。
こ
れ
は
ま
た
柳
田
の
意
思
と
そ
の
弟
子
た
ち
の
行
動
と
の
関
係
を
ど
う
理
解
す
べ
き
か
と
い
う
問
題
に
も
な
る
だ
ろ
う
。

第
四
、
古
稀
記
念
会
の
国
外
大
会
の
計
画
過
程
を
見
れ
ば
、
最
初
の
提
案
か
ら
、
二
つ
の
座
談
会
の
発
言
ま
で
、
朝
鮮
と
台
湾
が
一

貫
し
て
重
要
な
対
象
で
あ
り
、
す
で
に
日
本
の
文
化
に
つ
い
て
理
解
の
あ
る
現
地
研
究
者
が
現
れ
た
意
味
で
、
柳
田
は
こ
の
二
つ
の
地

を
、
こ
れ
か
ら
展
開
す
る
「
比
較
民
俗
学
」
の
実
験
台
と
し
て
見
て
い
た
こ
と
が
事
実
で
あ
る
。
す
る
と
「
一
国
民
俗
学
と
は
抵
触
し

な
い
距
離
を
お
い
た
地
域
」
と
い
う
理
解
は
果
た
し
て
妥
当
な
の
か
。

第
五
、
一
九
四
〇
年
朝
鮮
に
関
す
る
発
言
に
慎
重
な
態
度
が
見
え
た
が
、
第
５
章
で
見
て
き
た
よ
う
に
一
九
四
三
年
の
古
稀
記
念
会

関
係
の
発
言
に
は
む
し
ろ
頗
る
積
極
的
で
、
し
か
も
実
践
の
意
欲
が
強
か
っ
た
。
こ
の
態
度
の
変
化
は
重
要
で
あ
る
。

■
日
本
民
俗
学
に
と
っ
て
の
中
国

以
下
、
福
田
の
論
を
意
識
し
な
が
ら
一
九
三
〇
、
四
〇
年
代
の
日
本
民
俗
学
と
中
国
の
関
係
を
整
理
し
て
み
る
。

一
九
三
〇
年
代
、
柳
田
国
男
は
「
一
国
民
俗
学
」
の
理
論
を
確
立
さ
せ
た
。
第
１
章
で
論
じ
た
よ
う
に
、
そ
の
場
合
の
「
一
国
」
は

あ
く
ま
で
「
一
種
族
一
言
語
一
国
」
の
「
日
本
」
を
さ
し
て
い
る
。
し
か
し
理
論
形
成
の
一
九
三
〇
年
頃
、
日
本
は
樺
太
、
台
湾
、
朝

鮮
と
い
う
植
民
地
を
持
つ
「
帝
国
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、「
一
国
民
俗
学
」
と
し
て
の
日
本
民
俗
学
は
実
は
「
内
地
民
俗
学
」

で
し
か
な
か
っ
た
。
民
俗
学
は
内
地
以
外
の
地
域
と
の
関
係
に
は
ふ
れ
な
い
ま
ま
、
組
織
的
な
調
査
と
資
料
蒐
集
、
整
理
に
取
り
組
ん

で
い
っ
た
。
満
洲
事
変
、「
満
洲
国
」
建
国
に
よ
っ
て
、「
帝
国
」
以
外
に
日
本
と
親
密
な
関
係
に
あ
る
地
域
が
現
れ
た
が
、
柳
田
の
姿
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勢
が
そ
れ
に
よ
っ
て
変
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
や
が
て
彼
か
ら
直
接
教
わ
っ
た
直
弟
子
が
「
木
曜
会
」
と
し
て
民
俗
学
活
動
に
お
け

る
組
織
の
中
核
と
な
り
、
全
国
的
な
民
間
伝
承
の
会
も
発
足
し
、
柳
田
の
理
論
的
指
導
に
従
っ
て
民
俗
学
の
実
践
活
動
を
展
開
し
て
い

た
。
そ
こ
で
は
帝
国
内
の
外
地
さ
え
排
除
さ
れ
て
お
り
、
中
国
も
ま
た
入
る
余
地
は
な
か
っ
た
。

日
中
戦
争
に
よ
っ
て
、
特
に
長
期
戦
に
突
入
し
た
一
九
三
九
年
以
降
、
中
国
と
の
関
わ
り
が
大
幅
に
増
え
る
と
い
う
事
実
が
生
じ

た
。
内
地
に
い
た
日
本
民
俗
学
者
が
満
洲
と
関
係
を
持
っ
た
の
は
こ
の
時
期
に
お
い
て
初
め
て
現
れ
た
現
象
で
あ
り
、
そ
れ
は
日
中
戦

争
に
よ
っ
て
満
洲
以
外
の
中
国
と
深
く
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
と
時
期
を
同
じ
く
す
る
こ
と
は
見
逃
せ
な
い
。

そ
の
関
わ
り
は
強
制
さ
れ
た
受
身
的
な
も
の
、
た
と
え
ば
太
田
陸
郎
の
召
集
、
そ
し
て
日
本
か
ら
逃
げ
出
し
た
い
と
い
う
半
分
消
極

的
な
も
の
、
た
と
え
ば
守
随
一
と
大
間
知
篤
三
の
赴
任
、
さ
ら
に
ま
っ
た
く
自
主
的
な
積
極
的
な
も
の
、
た
と
え
ば
直
江
広
治
の
北
京

行
な
ど
い
く
つ
か
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
が
、
共
通
す
る
の
は
、
そ
の
赴
く
先
は
中
国
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
一
九
三
八
年
末
以

降
と
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ
を
考
え
れ
ば
、
そ
こ
に
主
体
的
な
選
択
よ
り
、
時
代
の
影
響
を
大
き
く
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
中
国
と
の

関
わ
り
を
要
求
す
る
時
代
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
た
め
の
機
会
、
条
件
が
整
っ
て
い
た
。
日
本
の
民
俗
学
者
が
戦
時
下
一
番
関
わ
っ
た
地

域
は
中
国
で
あ
り
、
こ
れ
は
個
人
の
選
択
、
学
問
の
理
論
を
越
え
て
、
ま
ず
時
代
が
作
り
出
し
た
結
果
で
あ
っ
た
と
認
め
よ
う
。

次
に
、
た
と
え
柳
田
は
彼
ら
の
中
国
行
に
は
積
極
的
な
態
度
を
持
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
確
固
し
た
ビ
ジ
ョ
ン
の
も
と
で
弟
子
た
ち

を
派
遣
し
た
と
い
う
理
解
は
で
き
な
い
。
む
し
ろ
直
弟
子
を
含
め
る
民
俗
学
者
が
数
多
く
中
国
に
赴
い
た
現
実
は
、
柳
田
に
し
て
日
本

民
俗
学
と
内
地
以
外
の
地
域
と
の
関
係
を
考
え
直
さ
せ
る
契
機
と
な
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
一
九
三
九
年
以
降
の
言
及
は
ま
さ
に

そ
の
表
れ
の
一
つ
と
し
て
理
解
さ
れ
よ
う
。
し
か
し
当
時
は
ま
だ
実
践
的
に
関
わ
ろ
う
と
す
る
積
極
的
な
姿
勢
は
な
か
っ
た
。

戦
争
の
長
期
化
に
従
っ
て
民
間
伝
承
の
会
会
員
と
中
国
と
の
関
連
は
拡
大
し
て
い
く
。
中
国
と
関
わ
っ
た
民
俗
学
者
に
は
、
高
い
文

化
史
の
素
養
の
あ
る
太
田
陸
郎
、
理
論
と
組
織
の
両
面
で
木
曜
会
の
中
心
的
な
存
在
で
あ
る
大
間
知
篤
三
、
民
俗
学
と
中
国
に
強
い
興

味
が
あ
り
、
青
年
と
し
て
の
情
熱
と
活
動
力
の
持
ち
主
で
あ
る
直
江
広
治
の
よ
う
な
人
物
が
い
た
。
彼
ら
は
何
れ
も
長
期
的
に
中
国
に

滞
在
し
、
学
問
的
営
為
を
続
け
、
中
国
に
関
す
る
論
考
を
数
多
く
発
表
し
て
い
た
。
軍
人
で
あ
る
太
田
は
行
動
に
色
々
な
制
限
が
あ
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り
、
組
織
的
な
研
究
活
動
は
許
さ
れ
な

か
っ
た
が
、
大
間
知
篤
三
は
「
新
京
民

俗
学
同
好
会
」「
満
洲
民
族
学
会
」、
そ

し
て
直
江
広
治
は
「
民
風
会
」「
東
方

民
俗
研
究
会
」
な
ど
の
学
会
活
動
に
積

極
的
に
関
わ
っ
た
。

彼
ら
は
ま
た
頻
繁
に
日
本
民
俗
学
の

中
心
部
と
の
連
絡
を
図
っ
て
い
た
。
守

随
一
の
通
信
四

−

六
（
一
九
三
九
年
三

月
）
を
皮
切
り
に
、
大
間
知
、
太
田
、

直
江
、
沢
田
四
郎
作
な
ど
に
よ
り
『
民

間
伝
承
』
誌
上
、
中
国
か
ら
の
通
信
は

ほ
ぼ
毎
号
の
よ
う
に
載
せ
ら
れ
て
い
る

（
表
27
参
照
）。
七

−

五
ま
で
毎
号
あ
っ

た
会
員
通
信
欄
は
七

−

六
以
降
、
不
定

期
に
な
っ
た
の
で
、
中
国
か
ら
の
通
信

が
載
せ
ら
れ
て
い
な
い
号
は
『
民
間
伝

承
』
の
休
刊
ま
で
わ
ず
か
八
号
（
五

−

七
、
九
、
一
二
、
六

−

一
、
五
、
八
、
九
、

七

−

四
）
し
か
な
か
っ
た
。
朝
鮮
か
ら

表27　戦前『民間伝承』掲載会員外地通信一覧

号数（年月）

４－６（39. 3）
４－７（39. 4）
４－８（39. 5）
４－９（39. 6）
４－10（39. 7）
４－11（39. 8）
４－12（39. 9）
５－１（39. 10）
５－２（39. 11）
５－３（39. 12）
５－４（40. 1）
５－５（40. 2）
５－６（40. 3）
５－８（40. 5）
５－10（40. 7）
５－11（40. 8）
６－２（40. 11）
６－３（40. 12）
６－４（41. 1）

号　数

６－６（41. 3）
６－７（41. 4）
６－10（41. 7）

６－11（41. 8）
６－12（41. 9）
７－１（41. 10）
７－２（41. 11）
７－３（41. 12）
７－５（42. 2）
８－５（42. 9）
８－７（42. 11）
９－１（43. 5）
９－４（43. 8）

９－５（43. 10）
10－１（44. 1）
10－５（44. 5）

守随

●

●

●

●

●

●

大間知

●

●

●

●

●

●

●

●

其他

井上昇三

早川孝太郎

太田

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

岸田

●

●

●

●

大間知

●

●

●

太田

●

●

●

●

●

●

〈●〉

其他

大山彦一

周作人、方  
紀生
〈中島恒雄〉
〈中島恒雄〉
斉藤甚兵衛

千葉徳爾
〈清水常吉〉
〈押尾孝〉
長岡博男
小島勝治、 
〈日野厳〉

多田貞一
関口泰

直江

●

●

●

●

●

●

沢田

●

●

●

●

●

●

●

註：複数通信者の中国滞在期間は太田陸郎（38 . 7～42.7）、守随一（38.10～）、大間知篤三（39. 2～）、
岸田　定雄（39.8～）、直江広治（41.7～）、沢田四郎作（41.7～）。〈　〉は中国以外：太田（「馬
来」）、中島（「釜山」）、清水（「羅南」）、押尾（「仏印」）、日野（「マライ」）。

出典：『民間伝承』各号より作成。
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は
三
本
、
マ
ラ
イ
か
ら
は
二
本
、
仏
印
か
ら
は
一
本
が
あ
る
が
、
中
国
か
ら
の
は
圧
倒
的
な
存
在
感
を
示
し
て
い
る
。
彼
ら
は
多
数
の

通
信
を
『
民
間
伝
承
』、
そ
し
て
柳
田
国
男
や
橋
浦
泰
雄
に
寄
せ
、
自
分
の
現
状
、
学
問
的
活
動
や
中
国
の
民
俗
事
象
に
つ
い
て
の
所

感
を
報
告
し
て
い
る
。
こ
れ
は
日
本
民
俗
学
と
現
地
に
い
る
民
俗
学
者
を
繋
ぐ
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
他
方
、
ま
た
日
本
民
俗
学
と

内
地
以
外
の
地
域
と
の
関
係
に
対
す
る
再
考
を
促
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

注
意
す
べ
き
な
の
は
、
内
地
以
外
の
地
域
か
ら
の
入
会
者
は
一

−
二
（
一
九
三
五
年
十
月
）
に
あ
る
台
湾
の
中
島
哲
夫
を
最
初
と
し
、

そ
の
後
、
樺
太
か
ら
大
矢
真
一
（
一
九
三
五
年
十
二
月
）、
大
連
か
ら
岡
川
栄
蔵
（
一
九
三
六
年
二
月
）、
朝
鮮
か
ら
加
藤
孝
市
（
一
九
三

六
年
三
月
）
と
少
な
く
と
も
一
九
三
六
年
の
早
い
時
期
に
す
で
に
内
地
以
外
の
各
地
か
ら
会
員
が
あ
っ
た
（
表
28
参
照
）。
し
か
し
会
員

通
信
に
は
大
矢
真
一
以
外
、
こ
れ
ら
の
地
域
か
ら
の
通
信
が
な
か
っ
た
。『
民
間
伝
承
』
誌
上
中
国
か
ら
の
通
信
が
多
く
載
せ
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
、
そ
し
て
こ
れ
ら
内
地
以
外
の
地
域
で
の
会
員
数
が
大
幅
に
増
え
て
い
っ
た
と
き
で
も
、
情
況
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
か

っ
た
。
多
く
の
中
国
通
信
は
、
よ
り
正
確
に
言
え
ば
、
内
地
か
ら
中
国
に
赴
い
た
会
員
た
ち
か
ら
の
通
信
で
あ
っ
た
。
内
地
以
外
の
地

域
と
の
関
係
に
お
い
て
日
本
民
俗
学
の
理
論
及
び
組
織
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
、
と
り
も
な
お
さ
ず
、
多
く
の
内

地
民
俗
学
者
が
中
国
と
関
わ
っ
た
と
い
う
新
た
な
現
実
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

組
織
の
中
核
と
し
て
の
木
曜
会
は
、
東
京
に
在
住
す
る
連
絡
上
の
便
利
も
あ
り
、
戦
時
下
に
お
い
て
も
活
動
力
を
保
っ
た
。
そ
の
中

心
メ
ン
バ
ー
は
、
大
藤
時
彦
、
倉
田
一
郎
、
関
敬
吾
、
橋
浦
泰
雄
な
ど
で
あ
っ
た
。
新
京
が
開
催
地
と
し
て
ま
ず
こ
の
木
曜
会
の
中
心

メ
ン
バ
ー
た
ち
に
よ
っ
て
提
案
さ
れ
た
事
実
は
、
民
俗
学
の
大
き
な
活
動
は
何
で
も
柳
田
の
理
論
的
思
考
の
結
果
と
い
う
従
来
の
柳
田

国
男
論
に
お
け
る
暗
黙
の
前
提
に
修
正
を
求
め
て
い
る
。

同
じ
活
発
な
動
き
を
見
せ
て
い
る
北
京
が
民
俗
学
大
会
の
開
催
予
定
地
と
し
て
最
初
の
木
曜
会
案
に
は
入
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の

理
由
と
し
て
二
つ
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
は
同
じ
木
曜
会
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
木
曜
会
結
成
当
時
か
ら
理
論
面
と
組
織
面
で
中
心
的
な

人
物
で
あ
っ
た
大
間
知
篤
三
と
、
一
九
三
九
年
に
初
め
て
入
会
し
、
日
本
で
は
目
立
っ
た
活
動
を
し
て
い
な
か
っ
た
直
江
広
治
と
は
、

メ
ン
バ
ー
の
中
で
は
っ
き
り
と
地
位
の
差
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
提
案
さ
れ
た
当
時
、
大
間
知
の
活
動
に
よ
っ
て
、
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表
28
　

戦
前
民
間
伝
承
の
会
内
地
以
外
入
会
会
員
一
覧

発
行
年
月
 

号
数
 

台
湾
 

樺
太
 

満
洲
（
大
連
）
 

朝
鮮
 

支
那
・
中
華
 

蒙
古
 

備
考

三
五
、
十

三
五
、
十
二

三
六
、
二

三
六
、
三

三
六
、
十
一

三
七
、
四

三
七
、
七

三
七
、
十
一

三
八
、
二

三
九
、
四

三
九
、
五

三
九
、
六

四
〇
、
六

四
〇
、
八

四
〇
、
十

四
一
、
六

四
一
、
七

四
一
、
十

四
一
、
十
一

四
一
、
十
二

四
三
、
三

四
三
、
五

四
三
、
六

四
三
、
八

四
四
、
四

四
四
、
五

四
四
、
十
二

一

－

二

一

－

四

一

－

六

一

－

七

二

－

二

二

－

八

二

－

一
一

三

－

三

三

－

六

四

－

七

四

－

八

四

－

九

五

－

九

五

－

一
一

六

－

一

六

－

九

六

－

一
〇

七

－

一

七

－
二

七

－
三

八
－

一
一

九

－

一

九

－

二

九

－

四

一
〇

－

四

一
〇

－

五

「
民
間
伝

承
の
会
会

員
名
簿
」

中
島
哲
夫

久
長
興
仁

金
関
丈
夫

吉
田
晃

須
藤
利
一
、

池
田
敏
雄

淵
田
五
郎
、

佐
島
直
三
郎

斉
藤
義
七
郎

丸
善
台
北
出

張
所

糸
井
貫
一

劉
梓
栄

江
川
武
吉

金
関
丈
夫
、

池
田
敏
雄
、

斉
藤
義
七

郎
、
丸
善
詰

所
、
劉
梓
栄
、

江
川
武
吉
、

西
村
兵
部
、

今
井
義
忠

大
矢
真
一

野
並
徹
、
田

崎
武

桜
庭
源
次
郎

鈴
木
良
男

横
山
俊
珠

永
海
一
義
、

高
田
哲
太
郎

白
石
元
則
、

武
田
護
、
井

上
定
雄
、
手

塚
孝
、
原
敏

夫
、
三
浦
郷

雄横
山
俊
珠
、

永
海
一
義
、

高
田
哲
太

郎
、
白
石
元

則
、
井
上
定

雄
、
手
塚
孝
、

原
敏
夫
、
三

浦
郷
雄

（
大
連
）
岡
川
栄
蔵

（
南
満
州
）
桑
江
常
夫

（
大
連
）
林
盛
達

（
大
連
）
高
須
清
二

三
宅
宗
悦

国
立
中
央
図
書
館

岡
田
藤
太
郎
、
加
持
市
郎

朝
野
武
彦
、
長
岡
勉
、
中
道

太
志
、
岩
佐
芳
明
、
富
沢
文
、

関
野
護
、
岩
切
寛
、
太
田
広

実
、
大
瀧
栄
蔵
、
滝
沢
俊
亮
、

柏
倉
要
吉

満
洲
帝
国
協
和
会
、
高
鍬
権

一
、
村
岡
重
夫
、
金
沢
覚
太

郎
、
山
根
順
太
郎
、
大
山
彦

一
、
千
葉
幸
雄
、
神
尾
弌
春
、

上
田
利
美
、
須
知
善
一
、
菊

川
泰
平
、
中
島
睦
彦

武
田
鋭
二

村
岡
重
夫
、
金
沢
覚
太
郎
、

山
根
順
太
郎
、
大
山
彦
一
、

千
葉
幸
雄

石
原
勇
、
小
林
正
吉
、
仲
田

豊
順
、
古
橋
博
、
福
島
正
夫
、

和
田
重
種

小
倉
長
太
郎
、
畑
中
梅
吉
、

湯
浅
一
男
、
山
名
晃
、
椎
名

忠
吉
、
林
睦
夫
、
山
中
鯉
一
、

大
郷
四
作
、
飯
田
厳
、
高
橋

権
一
、
山
口
信
男

高
須
清
二
、
国
立
中
央
図
書

館
、岡
田
藤
太
郎
、加
地（
持
）

市
郎
、
朝
野
武
彦
、
長
岡
勉
、

中
道
太
志
、
岩
佐
芳
明
、
富

沢
文
、
関
野
護
、
岩
切
寛
、

太
田
広
実
、
大
瀧
栄
蔵
、
滝

沢
俊
亮
、
柏
倉
要
吉
、
満
洲

帝
国
協
和
会
中
央
本
部
調
査

部
図
書
資
料
室
、高
鍬
権
一
、

村
岡
重
夫
、
金
沢
覚
太
郎
、

山
根
順
太
郎
、
大
山
彦
一
、

千
葉
幸
雄
、
神
尾
弌
春
、
上

田
利
美
、
須
知
善
一
、
菊
川

泰
平
、
中
島
睦
彦
、
武
田
鋭

二
、
石
原
勇
、
小
林
正
吉
、

仲
田
豊
順
、
古
橋
博
、
福
島

正
夫
、
小
倉
長
太
郎
、
畑
中

梅
吉
、
湯
浅
一
男
、
山
名
晃
、

椎
名
忠
吉
、
林
睦
夫
、
山
中

鯉
一
、
大
郷
四
作
、
飯
田
厳
、

山
口
信
男
、
青
木
一
雄
、
青

木
実
、
姉
川
磐
根
、
上
野
充

一
、
内
堀
斉
、
大
間
知
篤
三
、

橘
文
策
、
千
葉
徳
爾
、
矢
島

直
一

加
藤
孝
市

桂
孝
二

江
田
忠

篠
沢
正

薄
木
清
人
、
保
田
素
一
郎
、

清
水
完
治
、
野
口
幾
一
、

首
東
邦
栄
、
松
林
義
三
、

千
田
直
重
、
甲
斐
馬
左
也

閔
天
植
、
河
内
山
豊
、
増

田
常
久
、
蛭
子
ま
す
、
保

田
卯
三
男
、
黒
岩
和
夫

林
静
七
、
植
村
正
雄
、
田

口
澄
太
郎
、
平
田
俊
雄
、

喜
連
泰
二
、
大
邱
神
社
々

務
所
、
赤
司
健
之
、
原
田

進
、
平
山
喬
、
仁
川
専
売

局
出
張
所
、
磯
岡
欣
弥
、

三
木
弘
、
木
下
斉
治
、
渡

辺
茂
、
勝
本
光
六

大
原
祐
平
、
高
見
直
芳
、

高
橋
浅
治
、
多
田
芳
江
、

新
井
薫
、
瀬
尾
一
志
、
水

原
理
学
会

加
藤
孝
市
、
薄
木
清
人
、

保
田
素
一
郎
、
清
水
完
治
、

野
口
幾
一
、
首
東
邦
栄
、

松
林
義
三
、
千
田
直
重
、

甲
斐
馬
左
也
、
閔
天
植
、

河
内
山
豊
、
増
田
常
久
、

蛭
子
ま
す
、
保
田
卯
三
男
、

黒
岩
和
夫
、
林
静
七
、
植

村
正
雄
、
田
口
澄
太
郎
、

平
田
俊
雄
、
喜
連
泰
二
、

大
邱
神
社
々
務
所
、
原
田

進
、
平
山
喬
、
仁
川
専
売

局
出
張
所
、
磯
岡
欣
弥
、

三
木
弘
、
木
下
斉
治
、
渡

辺
茂
、
勝
本
光
六
、
大
原

裕
（
祐
）
平
、
高
見
直
芳
、

高
橋
浅
治
、
多
田
芳
江
、

瀬
尾
一
志
、
水
原
理
学
会
、

津
田
逸
夫
、
新
井
馨
、
佐
々

木
五
郎

生
田
中
庸
、
山
本

斌松
田
元
次
、
山
本

斌会
田
源
作
、
手
島

太
郎
、
木
下
哲
太

郎
、
牧
楽
林
、
武

田
熙

和
田
憲
夫
、
華
北

総
合
調
査
研
究

所
、
橋
川
時
雄
、

吉
岡
義
豊
、
鳥
居

龍
蔵

生
田
中
庸
、
松
田

元
次
、会
田
源
作
、

手
島
太
郎
、
木
下

哲
太
郎
、牧
楽
林
、

武
田
熙
、
和
田
憲

夫
、
華
北
総
合
調

査
研
究
所
、
橋
川

時
雄
、鳥
居
龍
蔵
、

石
田
英
一
郎
、
岡

部
理
、
風
巻
景
次

郎
、
瀬
川
良
三
、

多
田
貞
一
、
直
江

広
治
、永
尾
龍
造
、

西
田
重
一
、
春
原

孝
平

山
本
は

重
複

満
洲
の

五
人
は

重
複

成
城
大

学
民
俗

学
研
究

所
蔵

「
橋
浦

泰
雄
関

係
文

書
」
所

収

出
典
：『
民
間
伝
承
』
各
号
、「
民
間
伝
承
の
会
会
員
名
簿
」（
一
九
四
四
年
十
二
月
）
よ
り
作
成
。

岡
部
理
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表
28
　

戦
前
民
間
伝
承
の
会
内
地
以
外
入
会
会
員
一
覧

発
行
年
月
 

号
数
 

台
湾
 

樺
太
 

満
洲
（
大
連
）
 

朝
鮮
 

支
那
・
中
華
 

蒙
古
 

備
考

三
五
、
十

三
五
、
十
二

三
六
、
二

三
六
、
三

三
六
、
十
一

三
七
、
四

三
七
、
七

三
七
、
十
一

三
八
、
二

三
九
、
四

三
九
、
五

三
九
、
六

四
〇
、
六

四
〇
、
八

四
〇
、
十

四
一
、
六

四
一
、
七

四
一
、
十

四
一
、
十
一

四
一
、
十
二

四
三
、
三

四
三
、
五

四
三
、
六

四
三
、
八

四
四
、
四

四
四
、
五

四
四
、
十
二

一

－

二

一

－

四

一

－

六

一

－

七

二

－

二

二

－

八

二

－

一
一

三

－

三

三

－

六

四

－

七

四

－

八

四

－

九

五

－

九

五

－

一
一

六

－

一

六

－

九

六

－

一
〇

七

－

一

七

－

二

七

－

三

八

－

一
一

九

－

一

九

－

二

九

－

四

一
〇

－

四

一
〇

－

五

「
民
間
伝

承
の
会
会

員
名
簿
」

中
島
哲
夫

久
長
興
仁

金
関
丈
夫

吉
田
晃

須
藤
利
一
、

池
田
敏
雄

淵
田
五
郎
、

佐
島
直
三
郎

斉
藤
義
七
郎

丸
善
台
北
出

張
所

糸
井
貫
一

劉
梓
栄

江
川
武
吉

金
関
丈
夫
、

池
田
敏
雄
、

斉
藤
義
七

郎
、
丸
善
詰

所
、
劉
梓
栄
、

江
川
武
吉
、

西
村
兵
部
、

今
井
義
忠

大
矢
真
一

野
並
徹
、
田

崎
武

桜
庭
源
次
郎

鈴
木
良
男

横
山
俊
珠

永
海
一
義
、

高
田
哲
太
郎

白
石
元
則
、

武
田
護
、
井

上
定
雄
、
手

塚
孝
、
原
敏

夫
、
三
浦
郷

雄横
山
俊
珠
、

永
海
一
義
、

高
田
哲
太

郎
、
白
石
元

則
、
井
上
定

雄
、
手
塚
孝
、

原
敏
夫
、
三

浦
郷
雄

（
大
連
）
岡
川
栄
蔵

（
南
満
州
）
桑
江
常
夫

（
大
連
）
林
盛
達

（
大
連
）
高
須
清
二

三
宅
宗
悦

国
立
中
央
図
書
館

岡
田
藤
太
郎
、
加
持
市
郎

朝
野
武
彦
、
長
岡
勉
、
中
道

太
志
、
岩
佐
芳
明
、
富
沢
文
、

関
野
護
、
岩
切
寛
、
太
田
広

実
、
大
瀧
栄
蔵
、
滝
沢
俊
亮
、

柏
倉
要
吉

満
洲
帝
国
協
和
会
、
高
鍬
権

一
、
村
岡
重
夫
、
金
沢
覚
太

郎
、
山
根
順
太
郎
、
大
山
彦

一
、
千
葉
幸
雄
、
神
尾
弌
春
、

上
田
利
美
、
須
知
善
一
、
菊

川
泰
平
、
中
島
睦
彦

武
田
鋭
二

村
岡
重
夫
、
金
沢
覚
太
郎
、

山
根
順
太
郎
、
大
山
彦
一
、

千
葉
幸
雄

石
原
勇
、
小
林
正
吉
、
仲
田

豊
順
、
古
橋
博
、
福
島
正
夫
、

和
田
重
種

小
倉
長
太
郎
、
畑
中
梅
吉
、

湯
浅
一
男
、
山
名
晃
、
椎
名

忠
吉
、
林
睦
夫
、
山
中
鯉
一
、

大
郷
四
作
、
飯
田
厳
、
高
橋

権
一
、
山
口
信
男

高
須
清
二
、
国
立
中
央
図
書

館
、岡
田
藤
太
郎
、加
地（
持
）

市
郎
、
朝
野
武
彦
、
長
岡
勉
、

中
道
太
志
、
岩
佐
芳
明
、
富

沢
文
、
関
野
護
、
岩
切
寛
、

太
田
広
実
、
大
瀧
栄
蔵
、
滝

沢
俊
亮
、
柏
倉
要
吉
、
満
洲

帝
国
協
和
会
中
央
本
部
調
査

部
図
書
資
料
室
、高
鍬
権
一
、

村
岡
重
夫
、
金
沢
覚
太
郎
、

山
根
順
太
郎
、
大
山
彦
一
、

千
葉
幸
雄
、
神
尾
弌
春
、
上

田
利
美
、
須
知
善
一
、
菊
川

泰
平
、
中
島
睦
彦
、
武
田
鋭

二
、
石
原
勇
、
小
林
正
吉
、

仲
田
豊
順
、
古
橋
博
、
福
島

正
夫
、
小
倉
長
太
郎
、
畑
中

梅
吉
、
湯
浅
一
男
、
山
名
晃
、

椎
名
忠
吉
、
林
睦
夫
、
山
中

鯉
一
、
大
郷
四
作
、
飯
田
厳
、

山
口
信
男
、
青
木
一
雄
、
青

木
実
、
姉
川
磐
根
、
上
野
充

一
、
内
堀
斉
、
大
間
知
篤
三
、

橘
文
策
、
千
葉
徳
爾
、
矢
島

直
一

加
藤
孝
市

桂
孝
二

江
田
忠

篠
沢
正

薄
木
清
人
、
保
田
素
一
郎
、

清
水
完
治
、
野
口
幾
一
、

首
東
邦
栄
、
松
林
義
三
、

千
田
直
重
、
甲
斐
馬
左
也

閔
天
植
、
河
内
山
豊
、
増

田
常
久
、
蛭
子
ま
す
、
保

田
卯
三
男
、
黒
岩
和
夫

林
静
七
、
植
村
正
雄
、
田

口
澄
太
郎
、
平
田
俊
雄
、

喜
連
泰
二
、
大
邱
神
社
々

務
所
、
赤
司
健
之
、
原
田

進
、
平
山
喬
、
仁
川
専
売

局
出
張
所
、
磯
岡
欣
弥
、

三
木
弘
、
木
下
斉
治
、
渡

辺
茂
、
勝
本
光
六

大
原
祐
平
、
高
見
直
芳
、

高
橋
浅
治
、
多
田
芳
江
、

新
井
薫
、
瀬
尾
一
志
、
水

原
理
学
会

加
藤
孝
市
、
薄
木
清
人
、

保
田
素
一
郎
、
清
水
完
治
、

野
口
幾
一
、
首
東
邦
栄
、

松
林
義
三
、
千
田
直
重
、

甲
斐
馬
左
也
、
閔
天
植
、

河
内
山
豊
、
増
田
常
久
、

蛭
子
ま
す
、
保
田
卯
三
男
、

黒
岩
和
夫
、
林
静
七
、
植

村
正
雄
、
田
口
澄
太
郎
、

平
田
俊
雄
、
喜
連
泰
二
、

大
邱
神
社
々
務
所
、
原
田

進
、
平
山
喬
、
仁
川
専
売

局
出
張
所
、
磯
岡
欣
弥
、

三
木
弘
、
木
下
斉
治
、
渡

辺
茂
、
勝
本
光
六
、
大
原

裕
（
祐
）
平
、
高
見
直
芳
、

高
橋
浅
治
、
多
田
芳
江
、

瀬
尾
一
志
、
水
原
理
学
会
、

津
田
逸
夫
、
新
井
馨
、
佐
々

木
五
郎

生
田
中
庸
、
山
本

斌松
田
元
次
、
山
本

斌会
田
源
作
、
手
島

太
郎
、
木
下
哲
太

郎
、
牧
楽
林
、
武

田
熙

和
田
憲
夫
、
華
北

総
合
調
査
研
究

所
、
橋
川
時
雄
、

吉
岡
義
豊
、
鳥
居

龍
蔵

生
田
中
庸
、
松
田

元
次
、会
田
源
作
、

手
島
太
郎
、
木
下

哲
太
郎
、牧
楽
林
、

武
田
熙
、
和
田
憲

夫
、
華
北
総
合
調

査
研
究
所
、
橋
川

時
雄
、鳥
居
龍
蔵
、

石
田
英
一
郎
、
岡

部
理
、
風
巻
景
次

郎
、
瀬
川
良
三
、

多
田
貞
一
、
直
江

広
治
、永
尾
龍
造
、

西
田
重
一
、
春
原

孝
平

山
本
は

重
複

満
洲
の

五
人
は

重
複

成
城
大

学
民
俗

学
研
究

所
蔵

「
橋
浦

泰
雄
関

係
文

書
」
所

収

出
典
：『
民
間
伝
承
』
各
号
、「
民
間
伝
承
の
会
会
員
名
簿
」（
一
九
四
四
年
十
二
月
）
よ
り
作
成
。

岡
部
理
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満
洲
で
は
地
方
支
部
を
設
立
し
得
る
会
員
数
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
の
に
対
し
て
、
北
京
で
は
新
入
会
員
は
ま
だ
わ
ず
か
三
名
し
か
い

な
か
っ
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
を
受
け
て
、
柳
田
国
男
が
朝
鮮
、
北
京
、
台
湾
を
言
い
出
し
た
の
は
、
明
ら
か
に
木
曜
会
と
違
う
考
え
方
を
持
っ
て

い
た
。
朝
鮮
は
延
べ
十
八
人
、
台
湾
は
延
べ
十
二
人
、
と
も
に
支
部
設
置
の
人
数
に
満
た
し
て
い
な
い
。
し
か
も
台
湾
に
も
朝
鮮
に

も
、
柳
田
直
系
の
研
究
者
が
い
な
い
。
柳
田
国
男
の
国
外
大
会
開
催
地
の
設
定
は
、
組
織
面
の
現
状
か
ら
生
ま
れ
る
も
の
で
は
な
く
、

も
っ
と
理
論
的
な
問
題
、
つ
ま
り
「
比
較
民
俗
学
」
の
実
践
を
意
図
し
て
の
戦
略
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。

一
九
四
二
年
に
入
り
、
日
本
民
俗
学
の
再
編
成
の
気
運
が
高
ま
っ
た
。
一
九
四
三
年
初
め
て
会
員
が
「
全
国
の
各
府
県
及
満
支
の
国

外
に
亘
つ
て
」
い
る
こ
と
に
ふ
れ
、
内
地
以
外
、
新
京
の
大
間
知
、
守
随
、
北
京
の
直
江
が
世
話
人
と
し
て
載
せ
ら
れ
た
。
こ
の
時
点

表
28
　

戦
前
民
間
伝
承
の
会
内
地
以
外
入
会
会
員
一
覧

発
行
年
月
 

号
数
 

台
湾
 

樺
太
 

満
洲
（
大
連
）
 

朝
鮮
 

支
那
・
中
華
 

蒙
古
 

備
考

三
五
、
十

三
五
、
十
二

三
六
、
二

三
六
、
三

三
六
、
十
一

三
七
、
四

三
七
、
七

三
七
、
十
一

三
八
、
二

三
九
、
四

三
九
、
五

三
九
、
六

四
〇
、
六

四
〇
、
八

四
〇
、
十

四
一
、
六

四
一
、
七

四
一
、
十

四
一
、
十
一

四
一
、
十
二

四
三
、
三

四
三
、
五

四
三
、
六

四
三
、
八

四
四
、
四

四
四
、
五

四
四
、
十
二

一

－

二

一

－

四

一

－

六

一

－

七

二

－

二

二

－

八

二

－

一
一

三

－

三

三

－

六

四

－

七

四

－

八

四

－

九

五

－

九

五

－

一
一

六

－

一

六

－

九

六

－

一
〇

七

－

一

七

－

二

七

－

三

八

－

一
一

九

－

一

九

－

二

九

－

四

一
〇

－

四

一
〇

－

五

「
民
間
伝

承
の
会
会

員
名
簿
」

中
島
哲
夫

久
長
興
仁

金
関
丈
夫

吉
田
晃

須
藤
利
一
、

池
田
敏
雄

淵
田
五
郎
、

佐
島
直
三
郎

斉
藤
義
七
郎

丸
善
台
北
出

張
所

糸
井
貫
一

劉
梓
栄

江
川
武
吉

金
関
丈
夫
、

池
田
敏
雄
、

斉
藤
義
七

郎
、
丸
善
詰

所
、
劉
梓
栄
、

江
川
武
吉
、

西
村
兵
部
、

今
井
義
忠

大
矢
真
一

野
並
徹
、
田

崎
武

桜
庭
源
次
郎

鈴
木
良
男

横
山
俊
珠

永
海
一
義
、

高
田
哲
太
郎

白
石
元
則
、

武
田
護
、
井

上
定
雄
、
手

塚
孝
、
原
敏

夫
、
三
浦
郷

雄横
山
俊
珠
、

永
海
一
義
、

高
田
哲
太

郎
、
白
石
元

則
、
井
上
定

雄
、
手
塚
孝
、

原
敏
夫
、
三

浦
郷
雄

（
大
連
）
岡
川
栄
蔵

（
南
満
州
）
桑
江
常
夫

（
大
連
）
林
盛
達

（
大
連
）
高
須
清
二

三
宅
宗
悦

国
立
中
央
図
書
館

岡
田
藤
太
郎
、
加
持
市
郎

朝
野
武
彦
、
長
岡
勉
、
中
道

太
志
、
岩
佐
芳
明
、
富
沢
文
、

関
野
護
、
岩
切
寛
、
太
田
広

実
、
大
瀧
栄
蔵
、
滝
沢
俊
亮
、

柏
倉
要
吉

満
洲
帝
国
協
和
会
、
高
鍬
権

一
、
村
岡
重
夫
、
金
沢
覚
太

郎
、
山
根
順
太
郎
、
大
山
彦

一
、
千
葉
幸
雄
、
神
尾
弌
春
、

上
田
利
美
、
須
知
善
一
、
菊

川
泰
平
、
中
島
睦
彦

武
田
鋭
二

村
岡
重
夫
、
金
沢
覚
太
郎
、

山
根
順
太
郎
、
大
山
彦
一
、

千
葉
幸
雄

石
原
勇
、
小
林
正
吉
、
仲
田

豊
順
、
古
橋
博
、
福
島
正
夫
、

和
田
重
種

小
倉
長
太
郎
、
畑
中
梅
吉
、

湯
浅
一
男
、
山
名
晃
、
椎
名

忠
吉
、
林
睦
夫
、
山
中
鯉
一
、

大
郷
四
作
、
飯
田
厳
、
高
橋

権
一
、
山
口
信
男

高
須
清
二
、
国
立
中
央
図
書

館
、岡
田
藤
太
郎
、加
地（
持
）

市
郎
、
朝
野
武
彦
、
長
岡
勉
、

中
道
太
志
、
岩
佐
芳
明
、
富

沢
文
、
関
野
護
、
岩
切
寛
、

太
田
広
実
、
大
瀧
栄
蔵
、
滝

沢
俊
亮
、
柏
倉
要
吉
、
満
洲

帝
国
協
和
会
中
央
本
部
調
査

部
図
書
資
料
室
、高
鍬
権
一
、

村
岡
重
夫
、
金
沢
覚
太
郎
、

山
根
順
太
郎
、
大
山
彦
一
、

千
葉
幸
雄
、
神
尾
弌
春
、
上

田
利
美
、
須
知
善
一
、
菊
川

泰
平
、
中
島
睦
彦
、
武
田
鋭

二
、
石
原
勇
、
小
林
正
吉
、

仲
田
豊
順
、
古
橋
博
、
福
島

正
夫
、
小
倉
長
太
郎
、
畑
中

梅
吉
、
湯
浅
一
男
、
山
名
晃
、

椎
名
忠
吉
、
林
睦
夫
、
山
中

鯉
一
、
大
郷
四
作
、
飯
田
厳
、

山
口
信
男
、
青
木
一
雄
、
青

木
実
、
姉
川
磐
根
、
上
野
充

一
、
内
堀
斉
、
大
間
知
篤
三
、

橘
文
策
、
千
葉
徳
爾
、
矢
島

直
一

加
藤
孝
市

桂
孝
二

江
田
忠

篠
沢
正

薄
木
清
人
、
保
田
素
一
郎
、

清
水
完
治
、
野
口
幾
一
、

首
東
邦
栄
、
松
林
義
三
、

千
田
直
重
、
甲
斐
馬
左
也

閔
天
植
、
河
内
山
豊
、
増

田
常
久
、
蛭
子
ま
す
、
保

田
卯
三
男
、
黒
岩
和
夫

林
静
七
、
植
村
正
雄
、
田

口
澄
太
郎
、
平
田
俊
雄
、

喜
連
泰
二
、
大
邱
神
社
々

務
所
、
赤
司
健
之
、
原
田

進
、
平
山
喬
、
仁
川
専
売

局
出
張
所
、
磯
岡
欣
弥
、

三
木
弘
、
木
下
斉
治
、
渡

辺
茂
、
勝
本
光
六

大
原
祐
平
、
高
見
直
芳
、

高
橋
浅
治
、
多
田
芳
江
、

新
井
薫
、
瀬
尾
一
志
、
水

原
理
学
会

加
藤
孝
市
、
薄
木
清
人
、

保
田
素
一
郎
、
清
水
完
治
、

野
口
幾
一
、
首
東
邦
栄
、

松
林
義
三
、
千
田
直
重
、

甲
斐
馬
左
也
、
閔
天
植
、

河
内
山
豊
、
増
田
常
久
、

蛭
子
ま
す
、
保
田
卯
三
男
、

黒
岩
和
夫
、
林
静
七
、
植

村
正
雄
、
田
口
澄
太
郎
、

平
田
俊
雄
、
喜
連
泰
二
、

大
邱
神
社
々
務
所
、
原
田

進
、
平
山
喬
、
仁
川
専
売

局
出
張
所
、
磯
岡
欣
弥
、

三
木
弘
、
木
下
斉
治
、
渡

辺
茂
、
勝
本
光
六
、
大
原

裕
（
祐
）
平
、
高
見
直
芳
、

高
橋
浅
治
、
多
田
芳
江
、

瀬
尾
一
志
、
水
原
理
学
会
、

津
田
逸
夫
、
新
井
馨
、
佐
々

木
五
郎

生
田
中
庸
、
山
本

斌松
田
元
次
、
山
本

斌会
田
源
作
、
手
島

太
郎
、
木
下
哲
太

郎
、
牧
楽
林
、
武

田
熙

和
田
憲
夫
、
華
北

総
合
調
査
研
究

所
、
橋
川
時
雄
、

吉
岡
義
豊
、
鳥
居

龍
蔵

生
田
中
庸
、
松
田

元
次
、会
田
源
作
、

手
島
太
郎
、
木
下

哲
太
郎
、牧
楽
林
、

武
田
熙
、
和
田
憲

夫
、
華
北
総
合
調

査
研
究
所
、
橋
川

時
雄
、鳥
居
龍
蔵
、

石
田
英
一
郎
、
岡

部
理
、
風
巻
景
次

郎
、
瀬
川
良
三
、

多
田
貞
一
、
直
江

広
治
、永
尾
龍
造
、

西
田
重
一
、
春
原

孝
平

山
本
は

重
複

満
洲
の

五
人
は

重
複

成
城
大

学
民
俗

学
研
究

所
蔵

「
橋
浦

泰
雄
関

係
文

書
」
所

収

出
典
：『
民
間
伝
承
』
各
号
、「
民
間
伝
承
の
会
会
員
名
簿
」（
一
九
四
四
年
十
二
月
）
よ
り
作
成
。

岡
部
理
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で
中
国
以
外
の
地
域
は
入
っ
て
な
か
っ
た
。

し
か
し
柳
田
の
よ
り
戦
略
的
な
構
想
が
打
ち
出
さ
れ
、
当
時
東
ア
ジ
ア
に
あ
る

内
地
以
外
の
全
地
域
で
国
外
大
会
を
開
く
と
い
う
新
し
い
試
み
が
始
ま
っ
た
。
中

国
と
い
う
新
し
い
問
題
へ
の
対
応
が
迫
ら
れ
た
結
果
、
従
来
未
解
決
の
ま
ま
の
植

民
地
と
の
関
係
と
い
う
問
題
が
浮
か
び
上
が
っ
た
と
い
う
結
果
に
な
る
。
そ
れ
は

内
地
に
お
い
て
「
一
国
民
俗
学
」
の
枠
組
み
を
保
ち
な
が
ら
、
内
地
以
外
の
地
域

で
の
民
俗
学
研
究
を
「
比
較
民
俗
学
」
で
結
ぶ
構
想
で
あ
っ
た
。
同
じ
く
日
本
の

勢
力
下
に
あ
り
な
が
ら
、
当
該
地
域
に
民
俗
学
研
究
が
認
め
な
い
地
域
、
た
と
え

ば
樺
太
、
南
洋
な
ど
は
こ
の
時
点
で
も
排
除
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
意
味
で
柳
田
の

「
大
東
亜
（
圏
）
民
俗
学
」（
＝
比
較
民
俗
学
）
は
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
と
違
う
イ

メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る
。

こ
の
「
比
較
民
俗
学
」
は
決
し
て
一
九
二
〇
年
代
、「
一
国
民
俗
学
」
の
彼
岸

と
し
て
提
示
さ
れ
た
「
世
界
民
俗
学
」
で
は
な
か
っ
た
。「
世
界
民
俗
学
」
は
自

発
的
に
発
展
を
成
し
遂
げ
た
各
国
民
俗
学
が
持
ち
寄
っ
て
、
人
類
社
会
の
普
遍
的

な
法
則
の
発
見
へ
と
進
む
学
問
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、『
民
俗
台
湾
』

座
談
会
や
「
国
際
共
同
研
究
課
題
」
な
ど
に
見
る
よ
う
に
、
当
時
の
「
比
較
民
俗

学
」
は
当
面
の
需
要
に
よ
っ
て
促
さ
れ
、
隣
接
し
て
密
接
な
利
益
関
係
が
あ
る
地

域
と
の
間
、
共
通
項
を
濃
く
し
て
い
く
た
め
の
学
問
と
し
て
構
想
さ
れ
て
い
た
。

国
外
大
会
の
候
補
地
と
し
て
あ
げ
ら
れ
た
「
台
湾
」、「
満
洲
」、「
北
支
」、「
蒙

古
」
は
日
本
の
支
配
上
の
区
分
で
あ
り
、
一
部
の
地
域
で
は
、
実
質
日
本
が
完
全

課題の性質
設定の駆動力

方法への要求
地域の限定性

対他国同類学問の
関係

期待する担い手
課題の目的
設定の媒介

柳田国男１９３４年
「世界民俗学」

実践課題

学問の内的発展と
社会の外的需要

提示が必要
限定
超越的に存在

日本人による研究
対象民族の実態把握
欧米

岡正雄１９４５年
「東亜民族学」

目標課題
学問の内的発展

先延ばし可能
無差別
自発的な発展に依存

ネイティブ
人類の普遍性
人類

実践課題
社会の外的需要

提示が必要
実際に限定

共通課題による
方向性の提示

日本人も可
限定地域間の共通性
中国

柳田国男１９４３年
「比較民俗学」

表29　学問対外関係構想比較
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に
支
配
で
き
る
範
囲
は
か
な
り
限
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
担
い
手
と
し
て
の
当
地
の
民
俗
学
組
織
を
見
れ
ば
『
民
俗
台
湾
』
グ
ル
ー
プ

以
外
、
構
成
員
全
員
が
日
本
人
で
あ
っ
た
。
以
上
の
こ
と
を
背
景
と
し
た
「
国
際
的
」
展
開
は
あ
く
ま
で
日
本
の
軍
事
力
に
依
拠
し
た

地
域
に
限
っ
て
、
日
本
人
中
心
の
団
体
に
よ
る
「
擬
似
国
際
的
」
展
開
で
し
か
な
り
得
な
い
。

「
世
界
民
俗
学
」
か
ら
「
比
較
民
俗
学
」
へ
の
道
の
り
は
決
し
て
学
問
内
の
理
論
発
展
の
問
題
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
大
き
く
言
え

ば
戦
争
に
よ
る
中
国
と
の
遭
遇
と
い
う
背
景
、
具
体
的
に
言
え
ば
民
俗
学
者
の
個
々
の
関
わ
り
や
活
動
か
ら
、
そ
の
必
要
性
と
可
能
性

が
生
ま
れ
た
。
古
稀
記
念
会
事
業
は
そ
の
実
現
の
恰
好
の
場
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。「
民
俗
語
彙
」、
共
通
課
題
、
或
い
は
実
際
の
研
究

者
養
成
の
方
法
な
ど
、
す
べ
て
は
こ
の
文
脈
に
お
い
て
考
え
ら
れ
、
ま
た
実
行
に
移
ろ
う
と
し
て
い
た
。
こ
の
理
論
的
構
想
の
も
と

で
、
初
め
て
の
会
則
が
つ
く
ら
れ
、
そ
こ
に
「
国
外
民
俗
学
と
の
提
携
連
絡
」
を
会
の
目
的
と
し
て
明
記
さ
れ
、
さ
ら
に
内
地
以
外
の

各
地
域
の
有
力
研
究
者
を
評
議
員
と
し
て
置
く
よ
う
に
な
っ
た
。

戦
時
下
の
日
本
民
俗
学
の
再
編
成
は
、
中
国
に
よ
っ
て
大
き
く
浮
か
び
上
が
る
日
本
民
俗
学
と
内
地
以
外
と
の
関
係
と
い
う
問
題
を

「
比
較
民
俗
学
」
の
実
現
に
よ
っ
て
解
決
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

当
時
、
こ
れ
ら
の
地
域
は
す
で
に
植
民
地
と
し
て
帝
国
日
本
の
一
部
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
或
い
は
日
本
の
軍
事
支
配
の
下
に
置
か

れ
て
い
る
状
況
を
考
え
れ
ば
、
内
地
以
外
で
あ
り
な
が
ら
、
ま
さ
に
拡
張
し
つ
つ
あ
る
「
帝
国
日
本
」
内
部
の
問
題
で
も
あ
っ
た
。
台

湾
、
朝
鮮
な
ど
を
含
め
幾
つ
か
の
異
な
る
民
族
の
文
化
を
内
地
と
の
共
通
点
を
濃
く
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
「
帝
国
」
の
も
と
で
矛

盾
な
く
統
合
で
き
る
道
を
、
岡
正
雄
の
「
東
亜
民
族
学
」（

6
）と
違
う
ア
プ
ロ
ー
チ
で
独
自
に
模
索
し
よ
う
と
し
て
い
た
（
表
29
参
照
）。

「
一
国
民
俗
学
」
に
と
っ
て
、
中
国
は
最
初
か
ら
必
要
な
対
象
で
は
な
か
っ
た
。
戦
争
に
よ
っ
て
触
発
さ
れ
、
戦
争
の
拡
大
や
長
期

化
に
よ
っ
て
存
在
が
大
き
く
な
っ
た
中
国
は
、
日
本
民
俗
学
に
し
て
「
比
較
民
俗
学
」
の
実
践
を
始
め
さ
せ
た
が
、
そ
の
構
想
や
実
践

は
間
も
な
く
戦
争
の
終
結
に
伴
っ
て
終
止
と
な
っ
た
。
戦
後
、
柳
田
国
男
古
稀
記
念
会
そ
の
も
の
は
続
け
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
中
で

い
ち
早
く
国
外
大
会
と
い
う
項
目
は
消
え
、
あ
る
意
味
で
学
会
と
し
て
当
然
で
あ
る
「
国
外
民
俗
学
会
と
の
提
携
連
絡
」
も
消
え
て
し

ま
っ
た
。
や
が
て
日
本
の
外
に
い
た
民
俗
学
者
が
日
本
に
戻
り
、
日
本
民
俗
学
は
初
め
て
純
粋
な
「
一
国
民
俗
学
」
と
な
っ
た
の
で
あ
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る
。
そ
れ
も
学
問
内
部
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
。
戦
後
は
、
す
べ
て
の
内
地
以
外
の
土
地
を
失
い
、
内
地
だ
け
の
領
域
に
戻
っ
た
こ
と

に
よ
り
、「
一
国
民
俗
学
」
の
守
備
範
囲
が
初
め
て
国
家
領
域
と
し
て
の
「
日
本
」
と
一
致
し
た
と
い
う
外
在
的
な
条
件
が
あ
っ
た
。

ま
た
こ
れ
は
、
一
九
三
〇
年
代
の
「
一
国
民
俗
学
」
と
戦
後
の
民
俗
学
を
直
結
さ
せ
、
戦
時
下
中
国
と
の
関
わ
り
に
よ
っ
て
触
発
さ
れ

た
、
植
民
地
台
湾
、
朝
鮮
な
ど
も
組
み
込
む
よ
う
な
組
織
的
、
方
法
的
な
試
み
を
、
一
時
的
な
逸
脱
と
し
て
忘
れ
て
し
ま
う
条
件
で
も

あ
っ
た
。

柳
田
以
降
、「
個
別
研
究
法
」「
都
市
民
俗
学
」
か
ら
「
い
く
つ
も
の
日
本
」
な
ど
の
提
唱
に
は
「
日
本
」
と
い
う
枠
を
取
り
払
う
志

向
が
窺
え
る
が
、
研
究
対
象
は
も
っ
ぱ
ら
日
本
国
内
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
民
俗
学
は
依
然
「
一
国
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
濃
厚
で
あ
る
。

一
方
、
日
本
以
外
の
地
域
に
つ
い
て
「
比
較
民
俗
学
」
の
名
で
調
査
や
研
究
が
展
開
さ
れ
て
い
る
が
、
日
本
文
化
の
特
質
、
或
い
は
日

本
人
の
ル
ー
ツ
の
解
明
を
目
的
と
す
る
そ
の
姿
勢
は
外
に
向
け
ら
れ
る
よ
り
日
本
に
指
向
し
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
限
り
な
く
「
一

国
」
的
で
あ
る
と
言
え
る
。
日
本
民
俗
学
は
学
問
と
し
て
日
本
以
外
の
地
域
と
関
わ
る
必
要
が
あ
る
か
ど
う
か
、
必
要
で
あ
れ
ば
ど
の

よ
う
に
関
わ
る
べ
き
か
。
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
と
言
わ
れ
る
今
日
に
お
い
て
も
こ
の
問
い
は
依
然
と
し
て
未
解
決
の
ま
ま
で
あ
る
と
い
え

る
。


